
 

 

 

 

 

 

 
 

道徳の指導 
の重点 

外国語活動の指
導の重点 

総合的な学習の時
間の指導の重点 

特別活動の指導
の重点 生活指導の重点 進路指導の重点 

学校教育全体を
通じて，それぞれ
の教育活動の特質
に応じて行う道徳
教育と，それらを
補充，深化，統合
する道徳科の充実
を図り，道徳性を
育成する。 
 各教科，外国語
活動，総合的な学
習の時間および特
別活動における道
徳教育と密接に関
連を図りながら，
計画的，発展的な
指導を行う。 

外国語の音声や
基本的な表現に慣
れ親しみ，聞く力
などを育てる指導
の充実を図る。 
日本語とは異な

る外国語の音に触
れ，外国語を注意
深く聞いて相手の
思いを理解しよう
としたり，他者に
対して自分の思い
を伝えることの難
しさや大切さを実
感したりしなが
ら，積極的に自分
の思いを伝えよう
とする態度を育成
するための指導の
充実を図る。 

 体験的な学習に
取り組み，教科等
の枠を超えた横断
的・総合的な学習，
探究的な活動とな
るよう充実を図
る。 
体験活動や調べ

る活動等を通し，
必要な情報を集め
得られたものを整
理・分析したり判
断したりしなが
ら，既習の知識や
経験と結び付け，
自分の考えや意
見，発見したこと
などをまとめ，表
現する指導の充実
を図る。 

児童の自主的，
自立的な活動を重
視し，集団の一員
としてよりよい生
活や人間関係を築
こうとする態度を
育て，生き方につ
いての考えを深
め，自己を生かす
能力を養う指導の
充実を図る。 
学校行事を通し

て，望ましい人間
関係を形成し，所
属感や連帯感を深
め，公共の精神を
養い，協力してよ
りよい学校生活を
築こうとする態度
を育てる。 

 児童一人一人の
人格を尊重しなが
ら，規範意識を育
むなど社会的資質
や行動力を高める
指導の充実を図
る。 
 児童の実態を把
握し，いじめや不
登校等の未然防止
に努め，学校全体
で組織的な指導を
行う。学校教育相
談機能を充実させ
個に応じた指導を
推進する。 

 各教科等の指導
を通じて，学習課
題や活動を選択し
たり，自らの将来
について考えたり
する機会の充実を
図る。 
 学級活動等にお
いて，自己の悩み
や葛藤，将来の夢
などの課題を積極
的に取り上げ，考
えを深める指導の
充実を図るととも
に，家庭や地域と
連携した指導を行
う。 
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本校の授業改善に向けた視点 

指導内容・方法の工夫 教育課程上の工夫 校内における研究や研修 評価の工夫 家庭や地域社会との連携の工夫 

○個に応じた学習の充実 
・補充的な学習や発展的な

学習を設定していく。 
・算数の習熟度別少人数指
導を通して、児童の実態

に合わせた学習を進め
る。 

・校内研究での成果や各教

科、領域での研究を活か
し、指導方法の工夫・改
善を目指す。 

○授業改善推進プラン
の活用 

○朝学習の充実 
・漢字や計算、読書など基
礎的・基本的な学習およ

び発展的な学習の充実
を図る。 

○個に応じた指導の充実 
・一人一人に応じたきめ
細やかな指導を行うた
め、第３学年以上の算

数科においては、学力
向上支援講師を活用
し、習熟度別指導を充

実させる。 

○小中連携における研究 
・全教科における学習の円
滑な接続のためのカリキ
ュラムと指導方法の開発
に努める。 

○伝え合う力を育て
る指導方法の研究 

・全教科における問題解決的な
学習指導、および思考力、判
断力、表現力を高めるための
指導方法の研究に努める。 

・児童同士が自分の言葉で考え
を伝え合う「対話」を取り入
れた授業を展開し、児童の伝
え合う力を高める研究を推
進する。 

○基礎的・基本的学力の定着 
・評価規準を活用し、指導
と評価が一体となった

教科指導計画に基づき
定着の状況を確認し、一
人一人に応じたきめ細

やかな指導を行い、学力
の向上を図る。 

○授業における学習状況の把握 
・ふだんの授業における学
習状況を小テスト、机間
指導、ノート指導、発表

等を通してきめ細やか
に把握し、個に応じた指
導の充実を図る。 

○学校行事および授業公開 
・学校公開、学校行事、道
徳授業地区公開講座等、

常に学校を開くととも
に、アンケートなどから
期待や要望を受け止め、

授業改善に生かす。 
○学校評価の活用 
・学校評価の結果を分析す

るとともに学校関係者評
価委員会に説明し、学校
の自己評価と合わせて教

育課程の改善および授業
改善に生かす。 

 

 

 

学 校 教 育 目 標 
 人間尊重の精神を基調とし、人としての基礎・基本を身に付け、広く国際社会において信頼と
尊敬の得られる心身ともにたくましい児童の育成を目指す 

○思いやりのある子ども   ○じょうぶな子ども 
○進んでやりぬく子ども   ○よく考える子ども 

 
■■■ 学力向上にかかわる学校経営計画 ■■■ 

○児童の実態から指導方法の工夫、評価の改善に努め、学
習意欲を向上させ、各教科の基礎的、基本的な内容の定
着を図るとともに、思考力、判断力、表現力の育成を図
る。 

○全国および東京都の学力調査の結果を活用するととも
に、普段の授業における児童の習熟状況を把握し、一人
一人の児童にきめ細やかな指導の充実を図る。 

○各教科の評価規準を活用し、児童一人一人の学習状況を
確実に評価する。 

 

【 各教科の指導の重点 】 
 

・体験的な学習や基礎的・基本的な知識・技能を活用した問題解決的な学習を通して、学習意欲の向上、学習
内容の確実な定着、思考力、判断力、表現力の育成を図る。 

・算数科においては、指導法工夫改善教員、学力向上支援講師を活用し、少人数学習集団による指導、ティー
ム・ティーチングによる指導を行い、習熟度や興味関心に基づくきめ細やかな指導を行う。 

・小中一貫教育に基づく全教科にわたる小中一貫プログラムの開発および指導方法の共同研究を行い、９年間
を見通した学力の向上を図る。 

・国語科における伝え合う力の育成および各教科等の特質に応じた言語活動の指導の工夫による思考力、判断
力、表現力の育成を図る。 

知
識
・
技
能 

判
断
力  

課題発見力 問題解決力 

 

 

 

表現力 

学び方 
学ぶ 
意欲 

思考力 

基礎 

基本 

本校における 
確かな学力 確かな学力 

自ら課題を見付
け、自ら学び、主
体的に判断し、
行動し、よりよく
問題を解決する
資質や能力 

 


